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発 達 過 程 で 見 ら れ た
一 時 的 問 題 傾 向 に っ い て

一 生 後 6 年 間 の

子 ど も の 発 達 に 関 す る 研 究
一

そ の 2 ）一舳 略 鄭 黼 を 示 した．子 ど も

　　　　　　 ○ 岸千 代 子 。鈴木宏子 ・吉川 は る奈 e 松本倫 子 ・高見 澤晶 子 ・原武美 智子 ・富来秀美

　　　　　　　 金墓貞 ・朴 美京 。
尹花 。上 垣 内伸子 a 山本 政人 ・水 野悌一

　tS

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（お茶 の 水女 子大 ・・十文 字学園女 子 短 大）

　 　 　 　 　 　 　 〈 は じめ に 〉

言 葉 の 発 達 に 遅 れ を心 配 され た子 供 の 中に は、成 長 と

共 に そ の 遅 れ が 解 消 して い く子 供 が 存在 す る こ と は 臨

床 的 に 知 ら れ て い る。我 々 は正常 乳 児 を 追跡 調 査 す る

中 で あ くま で 正 常 の 範囲 で は あ るが、言 語 。社会 領域

の 発 達 指 数 が
一時 的 に 低 い 数値 を 示 す 子 ど もを 抽 出 し

た 。 こ れ らの 子 ど もを本研 究 で の
“
言葉 の 遅 れ 群

”
と

し、そ の 発 現の 時 期、発達 指数 の 変 動 に 注 目 した く 研

究 1 ＞ と独 自に作 成 した絵 画 図版 テ ス トか らみ た く 研

究 2 ＞ か ら、そ の 発 達 上 の 特徴 を 明 らか に す る 。

　　　　　　　〈 研究 ユ 〉

〔目的〕

発 達 途 上 の 一時期 に 言語 発 達 に 遅 れ が 見 られ る 幼 児 を

抽 出 し、発 現 す る時 期、継続 の 仕 方 そ して そ の 指 数 の

変 動 に っ い て 検 討す る。

〔対 象 〕

東京 の T 病 院 に て 、出 産 前 後 の 問 題 が な く誕生 し た
・
子

ど もの うち、親 の 協 力 の 得 られ た 152 名 （6 か月時 ）

を 対 象 と し た。そ の うち 3 歳 ま で に 言 語 ・社 会領 域 の

発達 指数 が 85 以下 （新 版 K 式 発達 検 査 に よ る） を示

し た 子 ど もか ら、発達 に 全 般 的遅 れを 示 した 子 ど もと

行動 観察 、 母 と の 閊診 か ら言葉 の 発 達 に 問題 な し、即

ち 検 査 場 面へ の 対 応が 主 因の もの と 判定 した 子 ど も を

除外 した 1．3名 （男児 8名 、 女 児 5 名） を こ こ で の

“
言葉の 遅 れ群

”
と した。そ して 、無 作 為 に 抽 出 した

コ ン トロ
ール 群 22 名 （男 児 10 名、女 児 12 名 ） を

比 較 対 象 群 と した 。

〔
．
方法 〕

親 の 協 力 の も と に 、生 後 6か 月 よ り半年 ご と に 縦断 的

に 発達 検 査 （新 版 K 式 発 達 検 査 ） 、生活 調 査、行勁 観

察、神 経学 的調 査 を行 い 、次 の 項 目に つ い て 検 討 した。

（1） 問 題 傾 向の 出現率 （2 ）問 題 傾 向の 発 現 、消 失

の 時期 （3）発 達指 数の 推移

〔結 果 〕

1 ．問題傾 向 の 出現率

言 葉 の 遅 れ を 示 した 対象 児 は 全 対 象児 152 名 （6 か

月時 ）中 13 名 （8 ．6 ％ ）で あった （そ の うち、男

児 1 名 は 2 歳 半 以 降 未 来 所 で、研 究 1 の （3） 発達 指

数の 推 移 と研 究 2 の デ ータ に は 入 れ て な い 。）。ま た、

こ の 縦断 研究 で 、多動 傾 向群 と 類別 さ れ た もの も 1 名

（女 児 ） 含 ま れ た。

2 ．問題傾 向 の 発 現、消 失 の 時期

言語 ・社会 領 域 の 発達指 数 が 85 以下 （新 版 K 式発 達

検 査 に よ る） を 示 し た 時 期 は、1 名 を 除 き 1歳 半 以 降

叢

で あ り、1歳半 が 6名で 、対象 児の 46 ％。1歳半 と

2 歳 で 対象児 の 69 ％だ っ た 。 3歳 半 で は、全 員指数

85 以 上 とな っ た。
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3．発 達指 数 の 推 移

1）全 領域 の 発達指 数 の 推移

  コ ン トロ
ール 群 で は、6か 月 で は 全 領域 の 平 均 DQ

値が 124 と高 い が、1 歳 以 降 数 値 は 110 前 後 で 安

定 して い た。  言 葉の 遅 れ 群 は、傾 向 と し て は コ ン ト

v 一ル 群 と似 て い て 、6 か 月で は 全 領 域 の 平均 DQ 値

が 114 と高 く、2 歳半 の 93 を 除 き、1 歳 か ら 4 歳

ま で コ ン トロ
ー

ル 群 よ りや や 低 い 100 近 くで 安定 し

て い て。5歳 で は 10 ．8 と な っ て い る 。 個 々 に見 る と

こ の 問題 傾 向 （言語 。社会 領域 の 発 逢指 数 が 85 以下 ）

の 消失有無 に 係 わ らず 、 全 領 域 DQ 値 90 以 下が 、2

歳半〜4 歳半 に 2 〜3 名 い た。

グ ラ フ 2 　金顕域の tftle｝illS
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2） 苫語 ・社 会領域 で の 発 達 指 数 の 推移

  コ ン トロ
ー

ル 群 は 6 か 月、1 歳 と指 数 が 高 く、1歳

半以 降 も 103 〜110 の 範 囲で 比 較的安定 し て い た。
  言 葉 の 遅 れ群 は、指 数 の 平均 が 1歳 半 で 80 台に 下

降 し、2 歳 を底 と して 、4 歳 半 ま で 90 台で 、5 歳 で

105 とな っ た。  言葉 の 遅 れ 群の 中で 、］、歳 半 で 応

答 の 指 差 し （＋ ） の も の （5 名） は 、言語 ・社 会 領域

の 指 数が 3 歳で 上 昇 し、皆 85 以 上 に な っ た。4 歳 で

1 名 、 指数 84 を示 した もの は い た が 、4 歳半、5 歳

で は全 員指 数 100 前後 とな っ た 。   言 葉 の 渥 れ群 の

中で 1 歳半 で 外 答の 指差 し （
一
） の もの （7 名 ） は、

3歳時 点で も言語 ・社 会 領域 で の 発 達指 数 が 85 以 下

の もの が 2名 で、1名 を 除 き皆 90 以下 と伸 びが 良 く

な く、4 歳半 ま で は 4〜5名 が指数 90 以 下で．あ っ た 。

〔結果 〕

〔1）分 析 ： 図版 の 回答結 果 を以 下 の 表 の ス テ ージ に

分類 した 。

　 　　表 1

ス テ
ージ 1

ス テ
ー

ジ 2

ス テ
ー

ジ 3

ス テ
ー

ジ 4

気持 ち の 説 明の 分 類基準

非表出的 応答

活 動表 出的応 答

情 緒表 出 的応答  

情 緒表 出 的応答 

il11：：lmaWtl21tltpm ±IEblS20ww 　 ww
ス テ ージ 1
ス テ

ー
ジ 2

ス テ
ー

ジ 3

ス テ ージ 4

無答、誤答

場面 の 一
部を 捉 え た状 況説 明

二 者 関係 の 気づ き が み られ る状 況説 明

場面 全体 を捉 え た状 況説 明
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グラ フ 31」− 8脳 の年齢推捗

　コン トロ
ール群と言栞の 遣れ群の上圍瞬

　 　 　 　 　 月齢一
コン トロ

ー
ル 　

・・…勲 遅櫨

　　　　　　　＜ 研 究 2 ＞

〔目的〕

3歳 以降、縦 断研究 の 中で 、 独 自に 作成 し た 絵画 図版

テ ス トを全員 に実施 し、子 供が 他者の 感 情を推測 で き

る よ う に な って い く過 程 を 逼跡 し て い る。一
時 的 に 言

語 発 達 に 遅 れ が 見 られ る、本研 究 の
“
言 葉 の 遅 れ 群

”

を全 対 象 児 との 比 較 に よ って、そ の 特徴 を 検 討 した。

〔対 象〕

言葉 の 遅 れ 群 は、研 究 1 に 同 じ。

全 対 象児 は、 「そ の 1）
一

時 的 に落 ち着 き の な さ を 示

した
．
子ど も」 に 同 じで あ る。

〔方 法 〕

（1） 図 版 ： 「そ の 1）一時 的 に 落 ち着きの 煎 さを 示

した子 ど も」 に 同 じで あ る 。

（2 ）手続 き 1 「そ の 1）一時的 に 落 ち着 きの な さ を

示 した子 ど も」 に 同 じで あ る。

表 2 一
  　図版 皿 の 状況 説 明 の 分 類基 準

ス テ
ー

ジ 1

ス テ
ー

ジ 2

ス テ
ー

ジ 3

無 答、誤 答

場 面 の 一部 を 捉 え た 状況 説 明

場 面 全体 を捉 え た 状 況 説 明

（2 ）結 果 ：   表情 図 の 選 択 　3 歳〜4 歳 問で 、い ず

れ の 図 版 に お い て も 全 対 象児 と正 答 率 に 有意 な 差 は認

め られ な か o た 。   状況 説 明 能力 　図 版 ll 「怒 られ る」

に お い て 、二 者 関係 へ の 気づ きが み ら れ る表 現 ス テ ー

ジ 3 は い ず れ の 年齢で も多 くみ られ た が、ス テ ージ 4

の 割合 が 全 対象児 と比 して 、 有意 に 少 な か っ た 。   気

持ち の 説明　男児 、 女児 と も4 歳 6 か 月ま で ス テ ージ

1 あ るい は 2 の 範 囲内 で留 ま り、大 きな 神 びはみ られ

な い な か っ た。

　　　　　　　〔考 察 お よ び ま とあ〕

正常 乳児 を追 跡す る 中で 、 あ くまで 正 常範 囲 で は あ る

が、言語 8 社会領 域 の 発達 指数 の み
一時 的に 低 い 数値

を示 す 群 が 認 め られ た 。 こ の 群 の 中 で
一
歳半．で 亦 答の

指差 し （一） の もの は、4 歳半 まで 伸び が 良 くな い 傾

向 に あ っ た 。 絵 画 図版 テ ス トの 結 果 か ら 、 本研 究 で の

こ の
一
言 葉 の 遅 れ 群

”
は 、 「表精 図 の 選 択 」 で は、全

対象児 と 同様 に 、4歳、4 歳 半で 飛躍 的 に 伸 びた
。 従

っ て、こ の 群 は 図版 の 状 況を 認知 して 、表情図 を選 択

して い く力 は全 対象児 と差 が な い と 考 え られ る。しか

し 「状況 説 明」　「気持 ち の 説 明」 の 結果 か らみ る と、
人 と 人 と の 関 係 に 気づ く能 力 に は全 対象児 と差が な い

が、そ れ を表現す るカ 、 気 持 ちを言 語化 して い く力 は、
言 語 9 社会 領域の 指 数上 問題 と して は な くな っ た 3歳

以 降に も、まだ 全対象児 と差 が あ る とい うこ とが分か

っ た。

795

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


